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デジタル化した報告書の公開方法

さまざまな公開方法

種別 例１ 例２

大学のHP 東北大学（研究室） 熊本大学（全学）

自治体のHP 宇土市（文化課HP） 福岡県（県HP）

リポジトリ 遺跡資料リポジトリ 全国遺跡報告総覧
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デジタル化した報告書の公開方法

全国遺跡報告総覧を選択した理由

理由１ ワンストップ

理由２ 検索能力

理由３ 保守機能



デジタル化した報告書の公開方法

デジタル化の方法

種別 時期

報告書の原稿から作成 印刷と同時

刊行された報告書から作成 刊行後、適時
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熊本県の報告書デジタル化

全国遺跡報告総覧への参加日程

時期 内容 手続き

9月初旬 全国遺跡報告総覧への参加の検討 参加伺い、課長決裁

中旬 課長から事務局あて申込み 申込書、申請書を送付

下旬 事務局から文化課あて参加承認 ID通知書、マニュアルを受領

12月初旬 準備 素材の収集、リスト作成（3日）

手続 実施伺い、課長決裁

作業 アップロード（半日）

広報 熊本県HPに記事掲載

通知 各市町村教育長あて通知

12月8日 第一次公開（77冊）

12月中旬 準備 刊行物からPDF作成（2日）

手続 実施伺い、課長決裁

作業 アップロード（2時間）

12月24日 第二次公開（87冊）



熊本県の報告書デジタル化

■実施方針■参加伺いに明記しました■

１ 公開の対象 熊本県文化財調査報告

２ 公開についての考え方

（１）熊本県が刊行したすべての報告書を公開

（２）概ね刊行１年後に公開

３ 公開の方法

（１）印刷時にPDF化した報告は、当該PDFを用いる

（２）PDFがない報告は、永久保存のうち１部を用いて



熊本県の報告書デジタル化

■作業方針■マニュアルにもとづく考え方です■

１ 既存データの活用

（１）熊本県文化財調査報告リスト（熊本県文化財資料室）

（２）報告書抄録データベース（奈良文化財研究所）

（３）九州各県の報告書のリスト（佐賀大学 重藤輝行 教授）

（４）報告書抄録の原稿（各担当者）

２ 目的の堅持

（１）閲覧用のPDFをつくる

（２）刊行物（底本）とファイルを一意的に対応させる



効果と成果

効果と成果

１ 利用実績を統計として瞬時に把握できる

２ 調査報告の提供が迅速化、簡便化される

３ 書架を節減し課内を効率的に利用できる

１ 広域の調査成果を簡便に利用できる

２ 多数の資料を迅速に把握し比較できる
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まとめ

全国遺跡報告総覧の特徴

１ 既存作業に「アップロード作業」を加えるだけ

２ 大変なのは「最初の」既刊報告書登録だけ

３ 1冊/10分の処理で、調査成果を世界に発信！
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東日本大震災の復旧・復興に伴う埋蔵文化財の取り扱い



東日本大震災の復旧・復興に伴う埋蔵文化財の取り扱い

これまでの調査内容
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本発掘調査（×100）

試掘確認調査

分布調査
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47,290
南相馬市の人口



東日本大震災の復旧・復興に伴う埋蔵文化財の取り扱い

これからの調査内容
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東日本大震災の復旧・復興に伴う埋蔵文化財の取り扱い

H28 調査組織図

福島県 教育庁 文化財課
文化財課長 ー 復興事業担当

文化財課 南相馬市駐在
ー 福島県専門職員

副課長 ー 全国の支援職員
ー 財団の支援職員

福島県文化振興財団
ー 財団の専門職員

調査課長 ー 学校の出向職員
ー 財団の嘱託職員
ー 全国の支援職員

被災市町村の教育委員会

いわき市教育文化事業団

オール 福島 で挑みます！
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ふくしまから
はじめよう。


